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授業前(スライド:01-No.1) 
授業開始前か、開始時に、事前に準備し
ておいた、チーム分けスライドを投影し、
チーム毎に、前に詰めて着座するよう促
しましょう。 

オープニング 
(スライド:01-No.2～3) 
遅刻には厳しくする講座ですが、最初の
授業ですので、遅刻者救済のための時間
を取ります。アイスブレイクを兼ね、講
師が自らの自己紹介と学生用Notebook
を全員が手元に置いているかどうかの確
認から始めます。 

この講座の目的(スライド:01-No.4) 
実際の企業活動を追体験することで、以
下の3つの項目を知ることを目的にして
いることを説明します。 
 
・社会を知る 
・社会で必要とされる力を知る 
・大学生活の送り方を考える 

Projectに取り組む流れ 
(スライド:01-No.5) 
シラバスを参照し14コマの流れ解説。 
下記2点に注目して説明しましょう。 
・前半・後半で2企業の課題に取り組む 
・1事例に取り組む大体の流れ 

スライドで展開される授業を受けるポイント!! 
高校時代、板書になれてきた学生は、PowerPointなどで作成したスライドを使用する授業では
戸惑うことがあります。 
講師の話を聞きながら、自分が大切だと思ったことを、メモしていく習慣をはじめに言及する
必要があります。学生用Notebookでは、講義ページに、罫線のメモ欄を用意しています。 
そのメモ欄に、どんどんメモを取ることを、このタイミングで意識づけましょう。 
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社会で働くために必要な力とは？ 
(スライド:01-No.6) 
この講座では、社会で必要とされる２つ
の力を発揮し、社会で必要とされるレベ
ルにまで引き上げることを目指します。 
①考える力 
②周囲とコミュニケ―ションする力 

この講座の参加方針と評価方法 
(スライド:01-No.7) 
授業の参加方針と評価方法を説明。 
遅刻・欠席はチームメンバーに必ず連絡
し、チームメンバーから講師に報告をさ
せましょう。また、欠席者へのフォロー
はチームで責任を持つこともここで言及
し徹底しましょう。 
 
もしも、大学独自に他の評価方法があっ
たり、最終日にレポートを課すなどの予
定があれば、この段階で言及しましょう。 

～目安：20分経過～ 

自己紹介(スライド:01-No.8) 
ここで、前半のMissionに取り組むメン
バーと顔合わせをします。 
1人1分前後で下記3点をコメント。 
①学部学科 
②氏名 
③この講座を履修した理由 
 (必修の場合はこの講座への期待) 

～目安：30分経過～ 


